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本書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図（タイル）

を複製したものである。 

なお、本書に掲載した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地理院の長の承

認を得なければならない。 



まえがき 
 
 本方法書は、（仮称）雄和相川・岩城君ヶ野風力発電事業に係る環境影響評価の一環と

して「環境影響評価法」※1、「発電所アセス省令」※2、「電気事業法」※3に基づき、所要の

事項をとりまとめたものです。 

 環境影響評価は、下図に示すとおり「配慮書」※4、「方法書」、「準備書」の各図書に対

して一般の方々や都道府県知事等からの意見を頂き、その結果を以降の手続に反映させる

仕組みとなっています。 

 本方法書では、環境影響評価において、どのような項目について、どのような方法で

調査・予測・評価をしていくのかという検討を行い、その結果をまとめました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：「環境アセスメント制度のあらまし」（環境省、2023年8月）より作成 

 
環境影響評価の手続の流れ  

 
※1：「環境影響評価法」（平成9年法律第81号） 

※2：「発電所の設置又は変更の工事の事業に係る計画段階配慮事項の選定並びに当該計画段階配慮事項に係る調

査、予測及び評価の手法に関する指針、環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価を合理

的に行うための手法を選定するための指針並びに環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令」 

（平成10年通商産業省令第54号） 

※3：「電気事業法」（昭和39年法律第170号） 

※4：本事業においては環境影響評価法の第２種事業に基づく手続きであるため、配慮書の手続きは行いません。 
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調  査  

予測・評価  

環境保全  
対策の検討  

事後調査  

事業の早期段階における環境配慮を可能にするため、事業の位置・

規模等の検討段階において、環境保全のために適正な配慮をしなけれ

ばならない事項について検討を行い、その結果をまとめた図書 

環境影響評価において、どのような項目について、どのような方法

で調査・予測・評価をしていくのかという計画を示した図書  

予測・評価をするために必要な地域の環境情報を収集する調査  

事業を実施した結果、環境がどのように変化するのかを予測し、環

境への影響を検討  
この検討と並行して、環境保全のための対策を検討し、この対策が

とられた場合における環境影響を総合的に評価  

調査・予測・評価・環境保全対策の検討の結果を示し、環境の保全

に関する事業者自らの考え方を取りまとめた図書  

準備書に対する一般の方々や都道府県知事等からの意見の内容に

ついて検討し、必要に応じて準備書の内容を見直した図書  

環境保全対策の実績が少ない場合や不確実性が大きい場合など、環

境への影響の重大性に応じて検討し、必要に応じて、工事中や供用後

の環境の状態などを把握する調査  

事後調査やそれにより判明した環境状況に応じて講ずる環境保全

対策、重要な環境に対して行う効果の不確実な環境保全対策の状況に

ついて、工事終了後にまとめた図書  

現在 
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